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1ダウンロード方法 

Gowin_PicoRV32は、3つのハードウェア設計およびソフトウェア設

計のダウンロード方法をサポートしています。 

1. ソフトウェア設計によって出力された実行ファイルを、ハードウェ

ア設計の命令レジスタ ITCMの初期値として使用します。 

a) Gowin_PicoRV32ソフトウェア設計： 

- config.hでマクロ定義します：#define BUILD_MODE 

BUILD_LOAD 

- sections.ldsを Flashリンカー・スクリプト・ファイルとして

構成します 

- コンパイルして実行ファイルを生成します 

b) make_hexツールを使用して実行ファイル.binを ram32.hexに変換

します。 

c) IP Core Generatorを使用してGowin_PicoRV32 IPを生成する際に

命令メモリ ITCMを構成します： 

- Boot Modeとして MCU boot and run in ITCMを選択します 

- ITCM Initialiaztion Fileでは b)の ram32.hexファイルを ITCM

の初期値としてインポートします 

d) 合成、配置配線し、ソフトウェア設計およびハードウェア設計のビ

ットストリーム・ファイルを生成します。 

e) ダウンロードツールである Programmerを使用してビットストリ

ーム・ファイルをダウンロードします。 

f) ソフトウェア設計を更新した後、a)〜e)を再実行します。 

2. ソフトウェア設計によって生成された実行ファイルとハードウェ

ア設計によって生成されたビットストリーム・ファイルをマージしま

す。 

a) 必要に応じて、上記の方法 1で Gowin_PicoRV32ハードウ

ェア設計のビットストリーム・ファイルおよび Post-Place 
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Fileを生成します。  

b) Gowin_PicoRV32ソフトウェア設計を更新します： 

- config.hでマクロ定義します：#define BUILD_MODE 

BUILD_LOAD 

- sections.ldsを Flashリンカー・スクリプト・ファイルとし

て構成します 

- 必要に応じてユーザーのソフトウェア設計を更新します 

- コンパイルして実行ファイルを生成します 

c) merge_bitツールを使用してソフトウェアの実行ファイル.binと a)

のハードウェア設計のビットストリーム・ファイルをマージします。 

d) ソフトウェア設計とハードウェア設計をマージした後の新しいハ

ードウェア設計のビットストリーム・ファイルを生成します。 

e) ダウンロードツールである Programmerを使用して新しいビット

ストリーム・ファイルをダウンロードします。 

f) ソフトウェア設計を更新した後、b)〜e)を再実行します。 

3. オフチップ SPI-Flash Memoryを使用して、ソフトウェア設計で生

成された実行ファイルをダウンロードします。 

a) IP Core Generatorを使用して Gowin_PicoRV32 IPを生成

する際に命令メモリ ITCMを構成します： 

- Boot Modeとして MCU boot and run in external Flashまたは

MCU boot from external Flash and run in ITCMを選択します。 

b) Gowin_PicoRV32ハードウェア設計でオフチップ SPI-Flash 

Memoryによるダウンロード用のビットストリーム・ファイルを生

成します。 

c) ダウンロードツールである Programmerを使用してビットストリ

ーム・ファイルをダウンロードします。 

d) Gowin_PicoRV32ソフトウェア設計： 

- MCU boot and run in external Flash 

config.hでマクロ定義します：#define BUILD_MODE 

BUILD_XIP 

sections_xip.ldsを Flashリンカー・スクリプト・ファイルとし

て構成します 

- MCU boot from external Flash and run in ITCM 

定义 config.hでマクロ定義します：#define BUILD_MODE 

BUILD_BURN 

sections.ldsを Flashリンカー・スクリプト・ファイルとして

構成します 

- コンパイルして実行ファイルを生成します 
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e) ダウンロードツールである Programmerを使用してソフトウェア

設計の実行ファイルをダウンロードします。 
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2ソフトウェア設計によって出力され

たイメージファイルをハードウェア

ITCM初期値として使用 

2.1 ツール 

…¥tool¥make_hex¥bin¥make_hex.exe 

上記ツールのダウンロード URL：
cdn.gowinsemi.com.cn/Gowin_PicoRV32.zip 

2.2 コマンドとパラメータ 

ツールのコマンドとパラメータ：make_hex.exe bin-file 

2.3 ハードウェアの構成 

Gowinソフトウェアの IP Core Generatorで次のように操作します： 

 ITCM > Boot Mode > MCU boot and run in ITCMを選択します。 

 ITCM > ITCM Initialization Fileで、make_hexツールによって生成され

る ram32.hexを ITCMの初期値としてインポートします(図 2-1)。 

https://cdn.gowinsemi.com.cn/Gowin_PicoRV32_V1.6.zip
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図 2-1 ITCMの構成 

 

2.4 ソフトウェアの構成 

2.4.1 起動モードの構成 

config.hでマクロ定義します：#define BUILD_MODE BUILD_LOAD。

図 2-2に示すとおりです。 

図 2-2起動モードの構成 

 

2.4.2 Flashリンカー・スクリプト・ファイルの構成 

GMDソフトウェアの Project Explorerビューで、現在のプロジェクト

を右クリックして、Properties > C/C++ Build > Settings > Tool Settings > 

GNU RISC-V Cross C Linker > Generalで sections.ldsを Flashリンカー・
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スクリプト・ファイルとして構成します(図 2-3)。 

図 2-3 Flashリンカー・スクリプト・ファイルの構成 

 

2.4.3 出力されるファイルの形式の構成 

Gowin_PicoRV32ソフトウェア設計をコンパイルし、ソフトウェア設

計の実行ファイルを生成します。 

make_hex.exe bin-fileコマンドを実行し、ram32.hexファイルを生成

します。 

2.5 設計フロー 

1. ソフトウェア設計のフロー： 

- config.hでマクロ定義します：#define BUILD_MODE 

BUILD_LOAD。 

- section.ldsを Flashリンカー・スクリプト・ファイルとして構成し

ます。 

- コンパイルして実行ファイルを生成します。 

- make_hex.exeを実行して ram32.hexファイルを

Gowin_PicoRV32 IP設計の ITCMの初期値として生成します。 

2. ハードウェア設計のフロー： 
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- ITCM > Boot Mode > MCU boot and run in ITCMを選択します。 

- ITCM > ITCM Initialization Fileで ram32.hexファイルを ITCMの初

期値としてインポートします。 

3. Gowin_PicoRV32 IP設計を生成します。Gowin_PicoRV32の Top 

Moduleをインスタンス化し、それをユーザーデザインに接続します。 

4. 物理制約とタイミング制約を与えます。 

5. 合成ツールである GowinSynthesisで合成してネットリスト・ファイル

を生成します。 

6. 合成が完了したら、配置配線ツールの Place & Routeを実行し、ソフ

トウェア設計を含むビットストリーム・ファイルを生成します。 

7. ダウンロードツールである Programmerを使用してビットストリー

ム・ファイルをダウンロードします。 

8. ソフトウェア設計を更新した後、上記のステップ 1～7を再実行します。 

2.6 サポートされるデバイス 

 LittleBeeファミリーFPGA製品 

 AroraファミリーFPGA製品 

 Arora V FPGA製品 

2.7 リファレンス・デザイン 

リファレンス・デザインのダウンロード URL： 

…¥tool¥make_hex¥ref_design¥FPGA_RefDesign¥gowin_picorv32 

…
¥tool¥make_hex¥ref_design¥MCU_RefDesign¥picorv32_load_demo 

 

https://cdn.gowinsemi.com.cn/Gowin_PicoRV32_V1.6.zip
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3ソフトウェア設計とハードウェア設

計をマージ 

3.1 ツール 

…¥tool¥merge_bit¥bin¥merge_bit.exe 

上記ツールのダウンロード URL：
cdn.gowinsemi.com.cn/Gowin_PicoRV32.zip 

3.2 コマンドとパラメータ 

ツールのコマンドとパラメータ：merge_bit.exe bin-file fs-file 

itcm_size posp-file。 

パラメータの説明を表 3-1に示します。 

表 3-1パラメータ 

パラメータ 説明 

posp-file Post-Place File 

itcm_size ITCM Size (KB) 

例：ITCM Sizeが64Kバイトに設定されている場合、itcm-size

は 64です。 

bin-file 実行ファイル。 

fs-file ハードウェア設計のビットストリーム・ファイル。 

 

ソフトウェア設計の実行ファイルとハードウェア設計のビットストリ

ーム・ファイルをマージして新しいハードウェア設計のビットストリー

ム・ファイルを生成します。 

merge_bit.batを使用する際、実際の状況に応じてパラメータ posp-file、

itcm_size、bin-file、fs-fileを変更します。 

3.3 ハードウェアの構成 

上記第 2章の方法 1でGowin_PicoRV32ハードウェア設計のビットス

トリーム・ファイルおよび Post-Place Fileを生成することができます。 

https://cdn.gowinsemi.com.cn/Gowin_PicoRV32_V1.6.zip


3ソフトウェア設計とハードウェア設計をマージ 3.3ハードウェアの構成 

 

IPUG913-1.8J 9(22) 

 

ソフトウェア設計を更新した後、merge_bitツールを使用して上記の

ハードウェア設計のビットストリーム・ファイルと更新された各ソフトウ

ェア実行ファイルをマージするだけです。 

3.3.1 ITCMの構成 

Gowinソフトウェアの IP Core Generatorで次のように操作します： 

 ITCM > Boot Mode > MCU boot and run in ITCMを選択します。 

 ITCM > ITCM Initialization Fileで ram32.hexファイルを ITCMの初期

値としてインポートします(図 3-1)。 

図 3-1 ITCMの構成 

 

3.3.2 Post-Place Fileの構成 

Gowinソフトウェアで「Place & Route > General > Generate 

Post-Place File」オプションを「True」に設定し、posp-fileとしての

Post-Place Fileを生成します(図 3-2)。 
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図 3-2 Generate Post-Place Fileオプションの構成 

 

3.4 ソフトウェアの構成 

3.4.1 起動モードの構成 

config.hでマクロ定義します：#define BUILD_MODE BUILD_LOAD。

図 3-3に示すとおりです。 

図 3-3起動モードの構成 

 

3.4.2 Flashリンカー・スクリプト・ファイルの構成 

GMDソフトウェアの Project Explorerビューで、現在のプロジェクト

を右クリックして、Properties > C/C++ Build > Settings > Tool Settings > 

GNU RISC-V Cross C Linker > Generalで sections.ldsを Flashリンカー・

スクリプト・ファイルとして構成します(図 3-4)。 
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図 3-4 Flashリンカー・スクリプト・ファイルの構成 

 

3.4.3 出力されるファイルの形式の構成 

Gowin_PicoRV32ソフトウェア設計をコンパイルし、ソフトウェア設

計の実行ファイルを生成します。 

3.5 設計フロー 

3.5.1 マージ 

1. 必要に応じて、上記第 2章の方法 1で Gowin_PicoRV32ハードウェア

設計のビットストリーム・ファイルおよび Post-Place Fileを生成しま

す。 

2. Gowin_PicoRV32ソフトウェア設計を更新します： 

- config.hでマクロ定義します：#define BUILD_MODE 

BUILD_LOAD 

- sections.ldsを Flashリンカー・スクリプト・ファイルとして構成

します 

- 必要に応じてユーザーのソフトウェア設計を更新します 

- コンパイルして実行ファイルを生成します 

3. 実際のアプリケーションに応じて merge_bit.batを変更します。
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merge_bit.batを実行して、ハードウェア設計のビットストリーム・フ

ァイルとソフトウェア設計の実行ファイルをマージし、新しいハード

ウェア設計のビットストリーム・ファイルを出力します(図 3-5)。 

4. ソフトウェア設計を更新した後、ステップ 3～4を再実行します。 

図 3-5ソフトウェア設計の出力とハードウェア設計の出力のマージ 

 

3.5.2 ダウンロード 

マージしたあと、Programmerを使用して新しいハードウェア設計の

ビットストリーム・ファイルをダウンロードします。 

Programmerの使用方法については、『Gowin Programmerユーザーガ

イド(SUG502)』を参照してください。 

3.6 サポートされるデバイス 

 LittleBeeファミリーFPGA製品 

 AroraファミリーFPGA製品 

 Arora V FPGA製品 

3.7 リファレンス・デザイン 

リファレンス・デザインのダウンロード URL： 

…¥tool¥merge_bit¥ref_design¥FPGA_RefDesign¥gowin_picorv32 

…
¥tool¥merge_bit¥ref_design¥MCU_RefDesign¥picorv32_load_demo 

 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG502J.pdf


4オフチップ SPI-Flash Memoryのダウンロード方法 4.1ソフトウェアの構成 

 

IPUG913-1.8J 13(22) 

 

4オフチップ SPI-Flash Memoryのダ

ウンロード方法 

4.1 ソフトウェアの構成 

4.1.1 起動モードの構成 

Gowin_PicoRV32 IP設計において ITCM > Boot Mode > MCU boot 

from external Flash and run in ITCMが選択された場合、Gowin_PicoRV32

ソフトウェア設計におけるconfig.hでは、以下のように定義します：#define 

BUILD_MODE BUILD_BURN。図 4-1に示すとおりです。 

図 4-1起動モードの構成「BUILD_BURN」 

  

 

Gowin_PicoRV32 IP設計において ITCM > Boot Mode > MCU boot 

and run in external Flashが選択された場合、Gowin_PicoRV32ソフトウェ

ア設計における config.hでは、以下のように定義します：#define 

BUILD_MODE BUILD_XIP。図 4-2に示すとおりです。 
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図 4-2起動モードの構成「BUILD_XIP」 

  

4.1.2 Flashリンカー・スクリプト・ファイルの構成 

Gowin_PicoRV32 IP設計において ITCM > Boot Mode > MCU boot 

from external Flash and run in ITCMが選択された場合、GMDソフトウェ

アの Project Explorerビューで、現在のプロジェクトを右クリックして、
Properties > C/C++ Build > Settings > Tool Settings > GNU RISC-V Cross 

C Linker > Generalで sections.ldsを Flashリンカー・スクリプト・ファイ

ルとして構成します(図 4-3)。 

例えば、「${workspace_loc:/${ProjName}/src/sections.lds}」。 
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図 4-3 Flashリンカー・スクリプト・ファイルの構成 

 

 

Gowin_PicoRV32 IP設計において ITCM > Boot Mode > MCU boot 

and run in external Flashが選択された場合、GMDソフトウェアの Project 

Explorerビューで、現在のプロジェクトを右クリックして、Properties > 

C/C++ Build > Settings > Tool Settings > GNU RISC-V Cross C Linker > 

Generalで sections_xip.ldsを Flashリンカー・スクリプト・ファイルとし

て構成します(図 4-4)。 

例えば、「${workspace_loc:/${ProjName}/src/sections_xip.lds}」。 
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図 4-4 Flashリンカー・スクリプト・ファイルの構成 

 

4.2 ハードウェアの構成 

4.2.1 ITCMの構成 

Gowinソフトウェアの IP Core Generatorで ITCM > Boot Mode > 

MCU boot from external Flash and run in ITCMまたはMCU boot and run in 

external Flashを選択します(図 4-5)。 
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図 4-5 ITCMの構成 

 

4.2.2 Dual-Purpose Pinの構成 

Gowinソフトウェアの「Place & Route > Dual-Purpose Pin」オプショ

ンで専用ピン(例えば、MSPI、CPUなど)を通常の IOとして構成します(図

4-6)。 

図 4-6 Dual-Purpose Pinの構成 

 

4.3 設計フロー 

1. ハードウェア設計のフロー： 

- Boot Mode > MCU boot from external Flash and run in ITCMまた

は MCU boot and run in external Flashを選択します 
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- Gowin_PicoRV32 IP設計を生成します 

- 合成、配置配線を経てオフチップ SPI-Flash Memoryによるダウン

ロード機能を備えたビットストリーム・ファイルを生成します。 

2. ダウンロードツールである Programmerを使用してハードウェア設計

のビットストリーム・ファイルをダウンロードします。 

3. Gowin_PicoRV32ソフトウェア設計： 

- MCU boot and run in external Flash： 

config.hでマクロ定義します：#define BUILD_MODE BUILD_XIP 

sections_xip.ldsを Flashリンカー・スクリプト・ファイルとして

構成します 

- MCU boot from external Flash and run in ITCM 

config.hでマクロ定義します：#define BUILD_MODE 

BUILD_BURN 

sections.ldsを Flashリンカー・スクリプト・ファイルとして構成

します 

- コンパイルして実行ファイルを生成します 

4. Programmerを使用してソフトウェア設計の実行ファイルをダウンロ

ードします。 

4.4 ダウンロード 

Programmerの使用方法については、『Gowin Programmerユーザーガ

イド(SUG502)』を参照してください。 

4.4.1 ハードウェア設計のビットストリーム・ファイルのダウンロード 

Gowin_PicoRV32ハードウェア設計でオフチップ SPI-Flash Memory

によるダウンロード用のビットストリーム・ファイルを生成します。ダウ

ロードツールである Programmerを使用してビットストリーム・ファイル

をダウンロードできます。 

メニューバーの「Tools > Programmer」またはツールバー

「Programmer( )」をクリックして Programmerを開きます。 

「Programmer > Edit > Configure Device」またはツールバーの

「Configure Device 」をクリックして、「Device configuration」ダイア

ログボックスを開きます。 

開発ボード上のデバイスが AroraファミリーFPGA製品の場合、ダウ

ンロード・オプションの構成は図 4-7に示すとおりです。 

 「Access Mode」のドロップダウン・リストから「External Flash Mode」

を選択します。 

 Operationのドロップダウン・リストから「exFlash Erase, Program thru 

http://cdn.gowinsemi.com.cn/SUG502J.pdf
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GAO-Bridge」または「exFlash Erase, Program, Verify thru GAO-Bridge」

を選択します。 

 「Programming Options > File name」で、ダウンロードする必要のあ

るビットストリーム・ファイルをインポートします。 

 「External Flash Options > Device」オプションで「Generic Flash」を

選択します。 

 「External Flash Options > Start Address」は「0x000000」に構成しま

す。 

最後に「Save」をクリックします。 

図 4-7Aroraファミリーの Device configuration 

 

 

開発ボード上のデバイスが Arora V FPGA製品の場合、ダウンロー

ド・オプションの構成は図 4-8に示すとおりです。 

 「Access Mode」のドロップダウン・リストから「External Flash Mode 

5A」を選択します。 

 「Operation」のドロップダウン・リストから「exFlash Erase, Program 

5A」または「exFlash Erase, Program, Verify 5A」を選択します。 

 「Programming Options > File name」で、ダウンロードする必要のあ

るビットストリーム・ファイルをインポートします。 

 「External Flash Options > Device」オプションで「Generic Flash」を

選択します。 

 「External Flash Options > Start Address」は「0x000000」に構成しま
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す。 

最後に「Save」をクリックします。 

図 4-8 Arora Vの Device Configuration 

 

 

Device configurationが完了したら、Programmerのツールバーの

Program/Configure「 」をクリックしてビットストリーム・ファイルを

ダウンロードします。 

4.4.2 実行ファイルのダウンロード 

Gowin_PicoRV32ソフトウェア設計が完了したら、Programmerを使

用してソフトウェア設計の実行ファイルをダウンロードします。 

GMDソフトウェアのメニューバー上の「Gowin>Programmer」また

はツールバー上の「Programmer」( )を選択してProgrammerを開きます。 

Programmerのメニューバー上の「Edit > Configure Device」またはツ

ールバー上の「Configure Device」( )をクリックして、「Device 

configuration」ダイアログボックスを開きます。 

開発ボード上のデバイスが AroraファミリーFPGA製品の場合、ダウ

ンロード・オプションの構成は図 4-9に示すとおりです。 

 「Access Mode」のドロップダウン・リストから「External Flash Mode」

を選択します。 

 Operationのドロップダウン・リストから「exFlash C Bin Erase, 

Program thru GAO-Bridge」または「exFlash C Bin Erase, Program, 

Verify thru GAO-Bridge」を選択します。 
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 「FW/MCU/Binary Input Options > Firmware/Binary File」でソフトウェ

ア設計の実行ファイルを選択します。 

 「External Flash Options > Device」オプションで「Generic Flash」を

選択します。 

 「External Flash Options > Start Address」は「0x400000」に構成しま

す。 

最後に「Save」をクリックします。 

図 4-9 Aroraファミリーの Device configuration 

 

 

開発ボード上のデバイスが Arora V FPGA製品の場合、ダウンロー

ド・オプションの構成は図 4-10に示すとおりです。 

 「Access Mode」のドロップダウン・リストから「External Flash Mode 

5A」を選択します。 

 「Operation」のドロップダウン・リストから「exFlash C Bin Erase, 

Program 5A」または「exFlash C Bin Erase, Program, Verify 5A」を選

択します。 

 「FW/MCU/Binary Input Options > Firmware/Binary File」でソフトウェ

ア設計の実行ファイルを選択します。 

 「External Flash Options > Device」オプションで「Generic Flash」を

選択します。 

 「External Flash Options > Start Address」は、「0x600000」（138K、

75Kデバイス）、「0x400000」（60Kデバイス）、「0x100000」（25K、15K

デバイス）に構成します。 
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最後に「Save」をクリックします。 

図 4-10 Arora Vの Device configuration 

 

 

Device configurationが完了したら、Programmerのツールバー上の

Program/Configure「 」をクリックしてソフトウェア設計の実行ファイ

ルをダウンロードします。 

4.5 サポートされるデバイス 

 AroraファミリーFPGA製品 

 Arora V FPGA製品 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


	免責事項
	バージョン履歴
	目次
	図一覧
	表一覧
	1 ダウンロード方法
	2 ソフトウェア設計によって出力されたイメージファイルをハードウェアITCM初期値として使用
	2.1 ツール
	2.2 コマンドとパラメータ
	2.3 ハードウェアの構成
	2.4 ソフトウェアの構成
	2.4.1 起動モードの構成
	2.4.2 Flashリンカー・スクリプト・ファイルの構成
	2.4.3 出力されるファイルの形式の構成

	2.5 設計フロー
	2.6 サポートされるデバイス
	2.7 リファレンス・デザイン

	3 ソフトウェア設計とハードウェア設計をマージ
	3.1 ツール
	3.2 コマンドとパラメータ
	3.3 ハードウェアの構成
	3.3.1 ITCMの構成
	3.3.2 Post-Place Fileの構成

	3.4 ソフトウェアの構成
	3.4.1 起動モードの構成
	3.4.2 Flashリンカー・スクリプト・ファイルの構成
	3.4.3 出力されるファイルの形式の構成

	3.5 設計フロー
	3.5.1 マージ
	3.5.2 ダウンロード

	3.6 サポートされるデバイス
	3.7 リファレンス・デザイン

	4 オフチップSPI-Flash Memoryのダウンロード方法
	4.1 ソフトウェアの構成
	4.1.1 起動モードの構成
	4.1.2 Flashリンカー・スクリプト・ファイルの構成

	4.2 ハードウェアの構成
	4.2.1 ITCMの構成
	4.2.2 Dual-Purpose Pinの構成

	4.3 設計フロー
	4.4 ダウンロード
	4.4.1 ハードウェア設計のビットストリーム・ファイルのダウンロード
	4.4.2 実行ファイルのダウンロード

	4.5 サポートされるデバイス


